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Al C で、はクツレコースが F鎖N末端パリンと結合し安定している。 またグリセ lレア Jレデヒドは， ヘモグ






ヘモク。ロビン Al C と同様， N末端アミノ基の修飾された画分が早く溶出された。各画分につき，尿















を純化し，夫々の反応性を検討した。ヒトへモクゃロビン Aのβ鎖の N末端より得られた 2 位lζ ヒスチ
ジンを有するへプタペプチドは， α鎖の N末端より得られた 2 位にロイシンを有するヘキサペプチド
よりもグリセノレアノレデヒドに対する反応性は大きく，またウマヘモグロビンのβ鎖のN末端より得ら
れた 2 位にグルタミンを有するへプタペプチドよりも中性での反応性は大きかった。りん酸塩はジペ


















グロビン Aの N端のグリケーションがβ鎖に選択的である理由に， 2 位のヒスチジン残基の触媒作用
を示唆した。モテソレ反応のNMR解析より，アマドリ転移が反応の律速段階である乙とを示した。
乙のモデノレ反応の結果は，蛋白質のグリケーションに応用し，さらに糖尿病合併症等の研究に有用な
るものと考えた。
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